
危機管理型水位計について

【目的】
伊勢市などで大きな被害が発生した平成29年11月の台風21号をはじめとする豪雨によって水位計
が設置されていない中小河川で被害が発生していることから、水位把握の必要性の高い河川にお
いて、低コストの危機管理型水位計を設置し、地域住民の避難を支援します。

【対策箇所】
・人家や重要な施設（要配慮者利用施設・市役所・役場等）の浸水の危険性が高く、的確な避難
判断のための水位観測が必要な箇所
・過去に越水などの災害が発生しており、付近に人家が存在するなど水位観測が必要な箇所

１８１箇所（平成32年度までに整備）
※整備する箇所については、今後水防災協議会等での市町との調整などにより変更する可能性があります。

【危機管理型水位計の概要】

洪水時の水位観測に特化した小型で低コ
ストの水位計
・従来型よりも低コスト

（100万円／台 以下）
・長期間メンテナンスフリー

平成30年度設置予定
一級河川新宮川水系相野谷川他19箇所
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